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〈蒙古字韻〉喩母のパスパ母音字 と訓民正音の中声*

鄭 光
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表示、訓民正音の創制、ハングルとパスパ文宇、パスパ文字の母 音字

要 旨

元の世祖フビライ ・ハンの時代に制定 されたパスパ文宇は、170年 あま り後に朝鮮で制定 さ

れた訓民正音に多大な影響を及ぼ した。パ スパ文字では中国音韻 学における伝統的な36字 母の

1つ1つ に対応す る33の 記号を作 り、子音を表記す るための文字 とした。 この36字 母の表は

1308年 に刊行 された 『蒙古字韻』 に収録 されてお り、我々はそれ によってパスパ文字とその音

価を知ることができる。 この韻書は元代にお ける漢字の 中国語標準音をパスパ文字によって表

した もので、元代の刊本を清代の乾隆年間(1736-1776年)に 筆写 した現存唯一の写本が大英図

書館に所蔵 されている。

パスパ文字の母音字については、これまで学界において正確に把握 され てこなか ったが、本

稿では 『蒙古字測 の36字 母の末尾に付された"此 七字歸 喩母"とい う記録か

ら、ここに見られ る""の6宇 に、喩母''を 加えた7字 が母音字 とし

て作 られた ものではないかと推定 した。この韻書の15韻 によると、これ らは'[i],[u],

[iu,u],[o],[eu,o],[ε]'及 び喩母の'[a]'を 表 し、中世モンゴル

語の前舌母音/i,u,o,ε/と後舌母音/u,o,u/を 文字化 したものと考え られる。中世モ ンゴル語で

は、/u,o,ε/と/u,o,a/が 母音調和において対立 し、[i]は 常に中立的である。

朝鮮の訓 民正音 における11の 中声字では、4つ の再出字を除 くと、単母音 を表記する7つ の

文字が制定されている。これはパスパ文字の喩母字、つま り母音字をそのまま取 り入れる形で、

基本字3つ 、初出字4つ 、計7つ の単母音を文宇化 したもの と考 えられ る。また、中世モ ンゴ

ル語 と同様に、訓民正音でも/・[o],⊥[u],ト[a]/と/-[o],T[u],」[a]/は 母音

調和において互 いに対立 してお り、/1[i]/は 中立的である。中世モ ンゴル語 と朝鮮時代の韓

国語がこのよ うに母音体系上の共通点を持つことは、やは り文字の影響 と考えられ、その意味

において訓民正音の中声字はパスパ文字の影響を受けて制定された ものと考え られる。

この他にも、訓民正音の欲母[o]は パスパ文字の喩母[,]の よ うに独 自の音価を

持たず、その母音が成節性[+syllabic]を 持つことを表示するものであるため、これ もまたパ

スパ文字の影響によって制定された ものと考えられる。
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1.緒 論

ハングル、即ち訓民正音について、我々は世宗が`史 上類例のない独創的な文字'を 創制 し

たと解釈 している。これは、世宗が中国音韻学についての深い知識を持ち、集賢殿の学者たち

もこの方面に造詣が深い者が少なくなかったと考えられていたために、疑問の余地がないもの

とされてきた。世宗は崔萬理等による訓民正音反対上疏に対する批答において、"[前略]且 汝

知韻書乎?四 聲七音、字母有幾乎?若 非予正其韻書、則伊誰正之乎?一 またお前たちは韻書を

知っているのか?四 声 ・七音と字母は幾つあるのだ?も しも私がその韻書を正さなければ、誰

がこれを正せるのだ?"(『 世宗實録』巻103、 世宗26年2.月 庚子条)と して、自らの音韻学的

知識の高さを誇っている1。

崔萬理は集賢殿を統括する最も高い職位である副提学に就いていた当時最高の学者であ り、

彼 もまた音韻学にっいてはある程度の知識を持っていたと思われるが、彼 らを前に して世宗が

自身の音韻学的知識を誇示 したのは、その学識が他者の追随を許 さない水準にまで達 していた

ことを物語っている。これは単に韻書だけを勉強したとい うものではなく、仏典によって習得

した古代イン ドのパーニニ音声学、即ち仏家の`声 明記論'、`毘 伽羅論'を 通 じて音韻に対す

る深い知識を持ち、母音と子音、声調などについて該博な知識を有 していたもの と推測される。

彼の周辺には、信眉、金守温兄弟のような学僧や仏教の専門家がいたためである。

世宗の側近にいて新文字の制定を手助けした集賢殿の少壮学者たちの中にも、音韻学と仏教

の声明学に造詣の深い人物が多かった。集賢殿の学者たちによる新文字の解説書 と考えられる

{解例本}『訓民正音』には、単なる音韻学的知識を超えた、音韻に対する深い学識を見ること

ができる。例えば、五行にあてた`牙 、舌、唇、歯、喉'音 という初声、つまり子音の順序に

ついて、『訓民正音』の 「制字解」では発音部位が奥にあるところから`喉 音一牙音一舌音一歯

音一唇音'の 順で説明を加えている。このような調音の位置的特徴に対する認識は、音声学に

関する深い知識がなければ不可能なことである2。

古代イン ド文法学派の音声研究に依拠 して制定されたチベ ッ ト文字では、母音字を子音の付

属物 と認定 し、独立させることがなかった(鄭 光2009:1956)。 そこで、パスパ文字において

も母音宇を喩母に帰属させたが、{解例本}『訓民正音』の 「制字解」ではこれを完全に独立さ

せ、"中聲承初之生、接終之成、人之事也。差字韻之要、在於中聲、初終合而成音。一中声は初

禽 この論 文 は
、`77iehPhgs-paSbript'Genealog)t,Evolutt'onandlnfluettee,The16thWorldCongressofthe

lnternationalUnionofAnthropOIQgicalandEthnologicalSCienoes(ICAES2009),KumingChina,July27-31,

2009'に お いて 、"TheVowelSofhPags・poSOdptandtheMiddlcSoundLettersofHuminトJeongeum一 論 八思

巴 文字的 母音 字 与 訓民 正音 的 中声"と い う題 目で、2009年7月29日 、 中国 ・昆 明 にお いて 発表 した原 稿

に加 筆 ・修 正 を加 え、 『國 語 學』(韓 圃 圃語 學會)第56號(2009年12月)に 掲 載 され た もの を更 に補 完

し、それ を竹 越 孝氏 が 日本 語 に訳 した もの で ある。

1こ れについては洪起文(1946)を 参照
。ただ し、ここで言 う四声 とは`平 ・上 ・去 ・入'の 四声ではな

く、`全 清 ・次清 ・不清不濁 ・全濁'と いう四つの声母を指す。 しか し、これが混乱 していると思われ

る場合 もある。
2野 間秀樹(2010:16)は ハングル

、即 ち訓民正音は音から創 られたもの と見て、母音や子音を表す宇母

を一つの音節単位に組み合わせ て表す という仕組みの文字であると規定 した。
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〈蒙古字韻〉喩母のパスパ母音字と訓民正音の中声

声が発 した音を受け継ぎ、終声が成 り立つためにつなぐ、これは人の行 う事柄である3。そ もそ

も字韻の要は中声にあ り、初声と終声が結合 して音節を形成するのである。"と して、中声っま

り母音の重要性を強調 している。

それのみならず、20世 紀後半の生成音韻論(Generativephonology)に おいてようや く音韻分

析の最小単位 として認定された弁別的素性(diStinctivefeatUres)を、訓民正音の当時すでに認定

して抽出 し、この素性によって制定字を説明している。初声字における五音、全清、次清、全

濁、不清不濁 といった素性や、中声字における舌縮、舌小縮、舌不縮や声深、声浅、不深不浅、

あるいは閨閣、口壁 といった素性は、今 日の先端的な弁別的素性の議論にあっても構築が難 し

い、高度の弁別性を念頭に置いて認定されるものである。 これは、音素が`弁 別的素性の束ま

たは集合'で あるとする20世 紀後半の定義に合うように文字を音素単位で制定し、またそれに

該当する弁別的素性を紹介 したもの と理解 しても遜色がないほどである4。

世宗の訓民正音制定を 「創制」 と認める多くの記録にあっては、この文字が前例のないもの

であることを特に強調 している。例えば、『世宗實録』(巻102)世 宗25年12月 条の、"是月、

上親製諺文二十八字。[後 略]"と いう記事における`親 製(自 ら作った)'と い う言葉や、{解

例本}巻 末に付載された鄭麟趾の後序の、"[前略]我 殿下天縦之聖、制度施爲、超越百王。正

音之作、無所祖述、而成於 自然 豊以其至理之無所不在、而非人爲之私也。一わが殿下は天の

授けた聖人であ り、制度施策において百王を超越 している。正音を作ったのは、先人の述べた

ものではなく、自然に出来たものである。どうしてその偉大なる理知は存在 しない所がなく、

人が私的に作ったものではないと言えようか。"と いう記載における`無 所祖述'、 崔萬理の反

対上疏文冒頭の、"臣等伏観諺文制作、至爲神妙、創物運智隻出千古。一臣らが謹んで諺文の制

作を見るに、極めて神妙なものであり、事物 を創造する知恵の働きは、はるか千古の昔より出

るもののようだ。"における`創 物運智'な どの表現は、すべて訓民正音制定が優れて創造的な

事業であったことを述べている。

しか し、こうした表音文字の制定は、訓民正音が初めてであったというわけではない。漢字

を使用する中国の北方に居住 していた民族は、文字の必要性を悟 り、諸民族の言語を表記する

ための表音的な文字を作 り、使用 していた。例えば、チベ ットの吐蕃王朝ではソンツェン ・ガ

ンポ(Srong-btsansgam-po)大 王が トンミ・アヌイブ(Thon-miAnu'ibu)を イン ドに派遣 して音

声学を習得させた後、チベッ ト文字を制定し、自国語 と周辺民族の言語の記述に成功 した(鄭

光2009)。

その後、契丹族の遼王朝や女真族の金王朝における太祖たちも新 しい文字を制定 し、これを

3こ れ は 天 ・地 ・人 の 三 才 に お け る 人 に つ い て 言 っ た も の で あ る
a

4こ う した 音 素 に 対 す る 認 識 は
、A.Martinetの"unphonetncpct:tetreconsideteco㎜meunensembledetraits

pm血erttsquiscrealisentsimultarr{Sment"と い う定 義 や 、R.Jakobsonの"PhonemeisabundleofdistinOdve

舳 胤",LBloom鮒 の"Thephoneniesofa!anguagearenotsoundsbutmerelyfeaturesofsoundwhichthe

speakefshavebeentrainedtoproduceandfecognizcinthecufrentofaCtualspeechsound"と い っ た 定 義 、 ま た い

わ ゆ る 内 的 接 近(theimerappreachtophonemc)の 定 義 な ど に 表 れ て い る(李 基 文 ・金 鎭 宇 ・李 相 億2000)

0
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自身の追随勢力に教育し、試験をし、官吏に任命することによって、新旧勢力の交代を果たし

た。さらにはモンゴル帝国のチンギス ・ハンにせよ、元王朝のフビライ ・ハンにせよ、ユーラ

シア大陸の北方に居住 し、膠着的な文法構造を持つ言語の話 し手たちは、漢字以外の多くの文

字を創造 し、使用 していたのである。特に、当時朝鮮半島と密接な関係のあったモンゴルの元

王朝で制定されたパスパ文字は、訓民正音に大きな影響を及ぼ した。

我々の先祖の中にも、ハングルがモンゴルの文字と関係があるとい う主張をなす学者がいた

がs、西洋ではアメリカ ・コロンビア大学のゲーり一 ・レッ ドヤー ド(GeriLedyard)教 授によ

り、訓民正音がパスパ文字の影響を受けたという研究論文が学界に紹介されている6。1966年 、

カ リフォルニア大学バークレー校(universityofCalifomiaBerkley)に 学位論文として提出され

たこの論文は、大部分の西洋の学者たちに支持されてお り、西洋ではハングルがパスパ文字の

影響で作られたと信 じられている。

東洋では、中国社会科学院民族研究所のジョナス ト(照 那斯図)教 授が宣徳五教授とともに

照那斯図 ・宣徳五(2001ab)を 発表 し、やはり訓民正音がパスパ文字の影響を受けたと考えて

いる。特に照那斯図(2008)で は、訓民正音の初声における5つ の基本字がすべてパスパ文字

の変形ないし模倣であるとの主張を行っている。彼は訓民正音の基本字5つ とそれに対応する

パスパ文字5っ を次のように比較 している。

「 一 司[k]〈 一司N[s]

し 一 司[n]o』[の]

ロ ー司[m]

こうした比較の結果、`「'は パスパ文字`司'に おける右上の角張った部分を模 したもの

であり、`し'は`δ い における左下の丸い部分を直角で表現 したものとしている。`ロ'は`司'

における左下の円を四角で表 したものであり、`パ は`馴'に おける左下の部分を真っす ぐ

にした形であるとしている。そ して最後に、`◎'は パスパ文字`1距 における左の切れてい

る部分を塞いだ形であると説明 している7。これにより、東洋にあってもハングルがパスパ文字

の模倣であるとする説が広く行われている。

しか しながら、上のジョナス ト氏の主張は、字形を無理矢理比較 して強引に対応 させたもの

と言わざるを得ない。特に"o一 困[¢]"の 対応は全く正 しいとは思えないもので、その理由

5例 えば
、朝鮮時代の李瀕(1681-1763)は 『星湖倥説』においてパスパ文字影響説を主張 し、柳僖

(1773-1837)は 『諺文志』 において蒙古字か ら訓民正音の文字が作 られたと主張 している。
6こ の論文は

、1965年 末に学位臨文 として握出された"TheKoreanLapguageReformof1446"で あるが、

1998年3月 に韓国の国立国語研究院研究叢書第2号 として新丘文化社(ソ ウル)か ら刊行 されている。参

考文献のIJe(lyard(1966)を 参照の こと。
7原 文は次の通 り

。"「 這是八思巴字母司 的右上角,劒 英横和竪的90度 轄折華劃。遭是八思巴字母N的

左下圓筆直下的左下角轄折形式。[中 略]ロ 這是八思巴字母引 的左下角圓形箔蚕的方化形丸[中 略]

人這是八思巴字母N的 左下角的直立形式 或是左半部左右雨箇斜筆。[中 略]O遣 是八思巴字母tw的 左

下部的封 口形式"(照 那斯圏2008:40)。
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は次の通 りである。訓民正音の`欲 母o【¢,+syllabic】'と`業母o【e]'は 上の点一つの違い し

かない類似 した字形であり、これは訓民正音の制定者が欲母の`o'と 業母の`o'の 類似を

認めたためである8。後代にこの区別がなくなったのも、最初からこの二つの音韻が似ていると

認識されていたからであろう。しかも、世宗28年(1446)に 刊行 された{解 例本}の 「制字解」

では、この5つ の基本字が発音器官をかたどって制字したものであることを明らかにしている

のである9。

これまで、Ledyard(1966,1997,2008)や 照那斯図 ・宣徳五(2001ab)、 照那斯図(2008)に

対 して韓国の研究者が明確な形で反論を提示 したことはない10。それは、パスパ文字 と訓民正

音 との関係に対する国内の知識が不充分だったためである。筆者は、15年 ほど前に大英図書館

から 『蒙古字韻』全篇の影印を入手し、パスパ文字を研究するとともに、長きにわたってそれ

を訓民正音と比較 してきた。その成果を鄭光(2008ab)に おいて発表するとともに、2008年

11月17日 、韓国学中央研究院において開催された`訓 民正音とパスパ文字国際学術ワークシ

ョップ(lnternationalWorkshoponHunminjeongeumandhPags-Pascript)に おし・て、前述め2人

の研究者、アメリカのゲ リー ・レッドヤー ド教授と中国のジョナス ト教授とともに、訓民正音

とパスパ文字の制定における影響関係を討論 した。これは、訓民正音のパスパ字模倣説に対す

る最初の本格的な学術的対応 と言える。本稿では、主にパスパ文字の母音字制定と訓民正音の

中声字との関係を調べてみたい。

2.パ スパ文字の発明

8ハ ングルの`0[異 凝]'は 現在二つの音価を持っている
。音節初、つま りα隙 の位置における音価は

[o,m朗 であって、音節 を形成する母音であることを示す。音節末、つまりooclaの位置では[0]の 音価

を持っている。例えばハングル`oVは 母音の[a]で 、`そ}'に おける音節末`o'は[陶]の[g]で

ある。 訓民正音が創製 された時この二つはIXSIIされてお り、音節末の[o]は 丸の上に点がある、即ち
`0'と`O'の 違いがあった

。 これ らは生成音韻論 な弁別的素性 とい う観点か ら見ると[+sonorant]と

い う共通性があるが、ただ`O【D]'に は[+nasal]の 弁別的素性が添加 されてい ると考えることができ

る。
9世 宗が生存 している時に刊行 された{解 例本}『訓民正音』(1446年 刊)の 「制字解」では、初声の基本

5字 について、次のような製字原理を記 している。

牙音 「[Kg]一 象舌根 閉喉之形(・舌根が喉を塞 ぐ形 を象ったもの。)

甜 し[n]一 象甜 蠣 之形(・舌が上顎1こ櫛 る形 を象 ったもの。)

屑音 ロ[m]一 象 口形(・口の形を象ったもの。)

歯音 く[s]一 象歯形(・歯の形を象 ったもの。)

喉音o[qD]一 象喉形(喉 の丸い形を象った もの。)

102008年 に韓国学中央研究院で開催 された ワー クシ ョップにおいて
、bdyard(2008)と 照那斯図(2008)

はハングルがパスパ文字を模倣 した とす る説を重ねて主張 したのに対 し、同 じ會場でその次 に発表 した

鄭光(2008c)で は、パスパ字はチベ ッ ト文宇 を変形 して作ったものであ り、ハングルの字形 との類似点は

非常に少ないとい う事実を提示 して反論 した。そ して、ハングルの字形は、初声宇 の場合、まず発音器

官をかたどった5つ の基本字を作 り、それに画を加えて変形 させた異体字を加えて17字 を制字 した こと

、中声宇の場合は、まず天地人の三才をかたどって3つ の基本字 を作 り、 さらにその組み合わせで8字

を制字 したことを明 らかにす るとともに、 これは世宗の生存時に刊行された{解 例本}『訓民正音』の 「制

字解」において制字原理 として説かれてお り、ハングルの宇形が特徴的、独創的に作 られた ものであるこ

とを主張 した。 これはおそ らく、これまでパスパ字模倣説を主張 してきた本人たちの前でなされた最初

の本格的な反論であろ う。
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鄭 光

元の世祖フビライ ・ハンがチベ ットのラマ僧パスパ(八 思巴)に 命 じて作らせた蒙古新字、

パスパ文字は、至元6年(1269)に 世祖の詔令により頒布された。その制定目的の一・つが中国

語学習であり、漢字の標準音を学ばせるために発音記号を作ることであった(鄭 光2009)11。

Poppe(1957:2-3)で は、パスパ文字制定の理由について、Pozdneev(1895-1908)が 主張する

2種 と、Vladimirtsov(1932)が 主張する1種 の、計3種 を挙げている12。そのうちの2番 目の

理由が、中国の漢字を転写するためにパスパ文字を制定したとい うものである。

このことは、フビライ ・ハンがパスパ文字頒布の詔令の中で、"故特命國師八思巴創爲蒙古新

字課鳥一切文字、期干順言達事而已。一そこで特に国師パスパに蒙古新字を創造せ よという命

令を下し、すべての文宇を[パ スパ文字で]転 写 して書かせようとした。 これによって言語が

通 じ、事物が正 しく伝達 されることを望むのみである。"とい う一節に符合するもので、漢字を

含むすべての文字の発音を転写するためにパスパ文字を制定 したことが示されているt3。

詳しくは次節で述べるが、特にパスパ文宇41字 を 『広韻』の36字 母に当てはめる形で制定

したことは、この文字が漢字の学習のため、その発音の表記を目的として作られたことを示 し

ている。漢字の正確な表音のためには、ウイグル式モンゴル文字は非常に不適切なものであっ

た。なぜなら、それが表音文字であるにしても、句節単位で表記するための文字であるため、

漢字の個々の音節を表記するには合わないからである14。

このようにしてパスパ文字が制定されるとす ぐに、当時漢字の標準韻書であった 『広韻』系

統の 『礼部韻略』やその傍系韻書である 『新刊韻略』などに基づき、それをパスパ文字で音写

した 『蒙古韻略』や 『蒙古字韻』 といった蒙古韻書が編纂 された15。パスパ文字についてはま

だ明らかになっていない部分が多いが、それでもパスパ文字の全貌は、現存する唯一の蒙古韻

書である 『蒙古宇韻』のロン ドン妙本によって調べることができる。ここでは、パスパ文字の

母音について、『蒙古字韻』のロン ドン紗本を通して考察することにしたい16。

11`パ スパ'文 字 とい う術 藷 は
、 この文字 を 作 ったチ ベ ッ トの ラマ僧 の名 前(nPags-paチ ベ ッ ト語 で

`聖 童'の 意)か ら来 た もの で
、 その 名は 漢字 で`八 思 巴 、八思馬 、柏克 斯 巴'な ど と表 記 され て きた

(『元史 』巻202,「 傳 」 第89`輝 老 八思 巴'条)。 しか し後 代 にな る と`八 思 巴'と い う術 語 が 一般 的

にな り、 そ の現 代 中国 語音 で あ る`パ スパ'が 通行 して い る。 そ もそ も`八 思 巴'は 、入 声 を保 存 す る

南 京 官話 音 に依 拠 した表 記 で 、や は り`hP1agspa'を 写 した もので あ る。我 々が初 期 に`パ クパ'と 表 記

した のは 、本 稿 で引 用 した 服部 四郎 氏 の`パ クパ字'と い った 日本の 研 究者 の術 語 に依 っ た もので ある

。 西 洋で は 、区別 符 号(diacriticalmarlc)を 欠 く`Phags・pa'が 通 行 して い る。
12ポ ッペ 氏 は これ につ い て

、Pozdneev,刀em血noMcTopiMMoHronbcKpttnmcpalypbl,r冊 ㎜...Bb1895,p.

96a職eM四ec鴇Mbr鳴StPeゆsb㎎1906,p.In及 びVladimirtsov,MoHronscKMemfieparyHbseasbmm,p.8.

Id.,MoHroπbscKHilMe)iury}iaQimxnanepaB"rXIIIBeKaか らの 引用 で ある と してい る。Pozdrteev(189S1908)は

全3巻(vol.E-m)で あ り、 第3巻 の出版 は 重908年 に行 われ た(Poppe1%5:82)。
13こ こに引 用 した のは 『元史』 巻202「 釈 老伝 」 で ある

。 『元 史』 は漢 吏文 で 記 され てい るが、 この文 体

は非 常 に独特 なた め、 これ に 対す る特別 な 知識 な しに は読み こな す こ とが難 しい。
14こ の 部分 につ い ては

、 ポ ッペの"[前 略]PozdnCyev(Pazdneev)expressedtheopint'onthatthcpreparationof

thesetTamslationswouldineVitablyhaveoomeupagainstgreatdithcultiesbyvimeoftheunsuitabi!ityofthcUigur

scripttOtransctibeChinesecharacters."と い う言 及 を参 照。
ts『 蒙 古韻 略』 は 『礼部 韻略 』 をパ スパ 文字 で転 写 した もので あ り

、 『蒙古 字韻 』 は 『蒙古 韻略 』 系統 の

『新 刊韻 略』 を基 に して 、パ スパ 文字 で 当時 の漢字 音 を転 写 した もの と思 われ る。 鄭 光(2009:182・ ・188)

参 照。
t6パ ス パ文 字 の母 音宇 と訓民 正音 の 中声 字に つい ては

、鄭 光(2009)に お いて 論 じる とこ ろが あっ た。 し
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〈蒙古字韻〉喩母 のパ スパ 母音字 と訓民正音 の中声

3.パ スパ文字36字 母の喩母字

パスパ文字の母体となったチベ ット文字では、母音字は独立して作 られず、母音が異なる場

合に、子音字の上か下に区別符号(diacriticalmark)と して付けられるだけである。牙音(velar

sound)に あたる軟 口蓋音に付 された子音宇を見てみると次のようである。

[写真1]チ ベッ ト文字の母音符号(子 音字の上か下に付されたもの)

[写真1]に よると、チベ ット文字では[ka]に 対する[ki,kgke,ko】 の母 音字は、子音字

[k]の 上か下にっく区別符号として表示されている。

しかし、パスパ文字では母音字を独立させている。前述のように、『蒙古字韻』の 「字母1に

は中国の伝統的な36字 母表とそれに対応するパスパ文字が、次のように示されている。

[写真2]『 蒙古字韻』の 「字母j

注目されるのは、喩 【IN,UU]、 影[旧u,]、 匝[田,蔓]の3母 は対応するパスパ文字

が上下で2つ ずっあることである17。これは、これ らの字母におけるパスパ文字に異体字があ

か し、その段階では 『蒙古字韻』36字 母図に添記 された ・扇 琶=ヨ囚 巨 ヒ 此・ヒ芦襟 喩母・にお ける6つ

のパ スパ文字の音価をはっきりと把握することができなかった.こ れまでその方面に関する研 究が全く

なかったためである。本稿 は.鄭 光(2009t)の 誤 りを正 し、パスパ文字の母音字 と訓民正音の中声字 との

関係 をより明 らかにす るために執筆 したものである.
L7喩 母の異体字[i・it・J]と影 母の異体字[U]は 字形が少 し異な り、[写 真2]に 見られるように、右 下

の部分が喩母の場合ローマ字のuに 類似 している。 『国語学』の匿名の査読者は、喩母風 の異体字 画]

を影母曜 の異体字[W]と 混同 したものと思われ るが、[写 真2ユ 『蒙古字韻』の 「字母」を見ると、こ

の2つ は並んでいて区別することができる。査読者が非常に詳細に本稿 を検討 し、誤字や 年度の誤 りを

指摘 して くれたことには感謝の意を表する。 しか しながら、指摘された多 くの部分で筆者の考え と異な

る見解が見 られるの も事実であり、その重要なものについては脚 注で紹介することにしたい。
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鄭 光

ったことを意味する。上を表で示す と以下のようになる。

[表1]『 蒙古字韻』 「字母」の36字母18

雅
舌音 唇音 薗音 喉音 半音

舌頭音 舌上音 唇重音 唇輕音 歯頭音 正歯音 喉音 半舌音 半歯音

全清 見司 端君 知E 梁コ 非冤 精コ 照E 曉資

次清 漢価 透目 徹= 滴図 敷葱 清司 穿邑 匝但(巧)

全濁 群η 定順 澄ヨ 並 己1 奉冤 從 ◎ 床ヨ 影に(田)

不清不濁 疑≡⊇ 泥a 娘吊 明図 微琶 喩6『(山) 來側 日に

全清 心馴 審勾

全濁 邪ヨ 縄引

[写真2]の 右側に見られる"N6zxSヒ 此七字脇喩母"の6字 と喩母`O「(ω)'を 合

わせた7つ が、母音を表記するために作られたパスパ文字 と思われ る19。これは、[写真2】 に

見られるように、実際に記 されたパスパ文字は6つ だが、字母に挙げられた喩母`N,UU'を

含めると7つ になるという意味である。これが6宇 であるか7字 であるかにっいては、これま

で中国や欧米の研究者の間で多くの議論があった。

筆者は、これが`eq(山)'を 含めて7字 の母音文字を意味 しているものと考える。例えば、

朝鮮 ・崔世珍による 『訓蒙字會』の巻頭に付された 「諺文字母」においては、既に出現した例

は用いないとい う事例が見られる。

初中聲合用作字例 、フレト71朔ヱ並子テユ71

以「其爲初聲、以}阿 爲 中聲、合「 ト爲字則7}、 此家字音也。又以 「役爲終聲、合7}「 爲字則4、 此

各字音也。除倣此OO。

初中終聲合用作字例、■肝、7t!"笠、穿 刀、窃 柿、社甲、奔 皮、そ}江21

上の例によると、最後の`初 中終馨合用作字例'は 当然、`4(各)、 ■(肝)、 を(*笠)、 を

(*刀)、谷(*柿)、 看(甲)、 凌(披)、 な(江)'の8例 でなければならないが、最初は`z}

(各)'で はなく`■(肝)'か ら始まっている。これは最初の`4(各)'が 前に一度出現して

いるからであろう。同様に、『蒙古字韻』においてこの6つ のパスパ文字を挙げ"此 七字蹄喩母"

としたのは、喩母`団(切)'が 前にあるためである。これは古人に特有の叙述方式であったと

18()内 のパスパ文字は[写 真2]に おいて下に示 されたパスパ文字の異体字
。

19こ のような主張は
、鄭光(2008a,b)に おいて初めて提起 されたものである。

20小 字の`其
、阿、役'な どはハングルの漢字名称を指す。即ち、`n其 役'で は、「の初声は`其

[ki]'で あ り、終声は`役 〔蝉k]'で あることを表す。
21象を付 した漢字は訓読

、つまり意味を表すものである。原文ではそのまま示 されている。
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〈蒙古字韻〉喩母のバスバ母音字と訓民正音の中声

見なければならない麗。

羅以智の 「践蒙古字韻」ではこれにっいて、"[前略]此 書先列三十六字、後列隔入喩母宇七

字、凡四十三母、又相同字三字。按盛氏法書考中載國字四十二母。[後 略]一 この書はまず36

字母を列挙 し、その後に喩母に帰する7字 を列挙 しており、全部で43母 となる"と記 してお り、

36字 母に喩母に帰する7字 母を合わせ、全部で43母 としているM。 しかし、『蒙古字韻』を見

ると、喩母のパスパ文字は6字 であって42字 にしかならない。

中国音韻学において、語頭子音(onset)は 声または声母として区別 されるが、母音は認定さ

れず、韻(thyme)の 中に包含される存在である。金完鎭他(1990:154)で は、このような中

国音韻学に立脚 して、言語音を音節構造として認識する複線音韻論(non-1inearphonolqgy)の

方法を紹介するとともに、訓民正音の音節構造を次のように描いている。

これを見ると、中国の音韻学においてはまだ中声つまり母音は独立的な要素として認定され

ていなかったことがわかる。鄭光(2009b)で 明らかにしたところによれば、チベ ット文字以降

北方民族の間で流行 した新文宇は、主に漢字を変形させて作った表音的な文字であるが24、基

本的には声と韻に分けた文宇を結合 させるとい う方法を持つ。 したがって、パスパ文字の制定

において喩母を独立させ、別の文字を作ったことは大きな進展だったと言 うことができる。な

おかつ、訓民正音において中声を独立的な単位と認め、初声と終声に対比させたことは、これ

よりもさらに一歩進んでおり、文字の制定とい う面を超えてすばらしい音韻論的知識を持って

いたことがわかる。

次に、パスパ文字の母音表記について具体的に調べてみることに しよう。

4.パ スパ文字の7つ の母音

『蒙古字韻』では韻を15に 分けている。`総 目'に は`一 束'か ら`十 五麻'に 到る15の 韻

目を示す漢字と、その発音が記 されている。これを写真で示すと以下の通 りである。

za上 の記述は`初 聲終聲通用八宇'と い う題 目の下で初声と終声に通用す る8字 の例を挙げたもので
、

`4(各)'を 例 として`「'の 終声を示 した後で7字(肝
、8笠、s刀、申柿、甲、。皮、江)を 挙げ、そ

れ以外の終声を示 したものである。 これは、すでに`「'の 例を示 しているために、あえて再度挙げな

かった ものであ り、 『蒙古字韻』の字母 と共通する例 と見るべきである。
as『 養悟齋文紗』巻3に よる

。羅以智の 「鍛蒙古字韻」については鄭光(2009:28・32)の 中で詳 しく紹

介 し、全文を転載するとともに韓国躇訳を付 している。
訓 例えば

、遼の契丹文字 と金 の女真文字にはいずれも大宇 と小字があるが、小字の方は表音文字であ り

、大字の方は漢字の声と韻を区別 し、それを表音的に表現 したものである(鄭 光2009b)。
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鄭 光

[写真3]『 蒙古字音則15韻 縛目

[写真3]の`15韻 総 目'を ロー マ字 に転 写 して示 す と次 の よ うに な る。

[表2]『 蒙古字音則 の15韻

八思巴文字 ?i" 面 S㎝ sqhi u 1¢u 幅hi Pα 停w 導i 5i?i 雪箇 罰㎜ 益isαhl 5iu

漢字音壁音 d㎎
.・

9¢㎎ ?oo 酉i
・6ロ

ge【1 雄in Ψαn 蜘 5ew giw tロm セ…him go mo

漢字 数字 一 二 三 四 五 六 七 人 九 十 十
一

十

二

十

三

十

四

十

五

韻 目字 東 庚 揚 支 魚 佳 眞 寒 先 箭 尤 躍 侵 歌 麻

この表 に よ る と、 『蒙 古 字 韻 』で は 】5韻 を表 示 す るた め に`T[u],「[e,あ る い は ε],

}[a],1[i],畢[ew,司,早[iw,o],x[o]'の7母 音 が 使 わ れ て い る26eし た が っ

て 、 上 の15韻 に現 れ る母 音 は 、 前 舌1母音fi,qo,¢(εyと 後 舌母 音/u,o,a!に 分 け る こ とが で

き、母 音 調 和 に 関 与 しな いrtiを 除 けば 、lqd,eノ と 厄o,{ゾhS互 い に 同化 を な そ う とす る典 型

的 な 口蓋 的 母 音調 和(palaalharmony)の 母音 を 文割 ヒした もの と考 え る こ とが で き る。 中 世モ

ン ゴル 語 にお い て 〃 が 中世 韓 国 語 ほ ど母音 調 和 に 関 与 的 で な い の は 、広 く知 られ た 事 実 で あ

る(Peppe,1960,1964:184)。

パ スパ 文 字 が この よ うな モ ン ゴル 語 の7母 音を認 定 した上 で 、 漢 字 音 を表 記 す る た め に どの

よ うな文 字 を 制 定 した の か につ い て は 、 『蒙 古 宇 韻』 か ら探 る こ とが で き る。 『蒙 古 宇 韻 』15

韻 に依 拠 し、 所 収 のパ スパ 文 宇 を ロー マ字 転 写 してみ る と次 の よ うに な る。

"『 蒙古字韻』の36字 母表によると
、この文字は影母Rの 異体字である。[写 真2]と[表1]を 参照

のこと。
=6[ee]と[。]に 当たる文字について

、服部四郎(1984b)で は、"[前 略」 この韻書において、蒙古語

資料のパクパ字 ¢に当たる字は、それ とほぼ形が同 じであるけれ ども、同 じくOに 当たると、私が以下に

述べる根披 によって考える字は、私は、昭和21年(1946年)の 拙著(『元朝穆史の蒙古語を表はす漢字の

研究』,龍 文書局,昭 和21年9月)に おいて、 これを[ε]で 翻宇 した。[後 略]"(服 部四郎19Mb:

225)と 述べて、ielを1elに 改めてい る。
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〈蒙古字韻〉喩母のパスパ母音字と訓民正音の中声

[表3]15韻 の 韻 目表27

韻 韻目字 再構音 パ スパ文字の韻(終 声を含む)

一 束 東dOng *-UO 「m9,}eem9

二 庚 庚geng *-ao 一ing
,-hing,-yung,-eeing,「 紺ng,-ying

三 陽 陽yang *-ao rang,-yang,一 「彫ang,-hang,-Ong,「 『eeng

四 支 支zh! *「!し*-i 一i
,-hi,-eei,-ue,-eeue,-yue,-wi

五 魚 魚yO *-u 囎u
,『eeu

六 佳 佳jia *-ai 一ay
,-way,-yay,-hiy,-iy

七 眞 真zhOn *-en 一in
,-un,-eeun,-hin,-yin,一 騨in

八 寒 寒han *-an,*-on 一an
,-on,-wan,■yan

九 先 先xian *「㎜ 一en
,-een,-ween,-eeon,聯yen

十 薫 薫xiao *-au 一aW
g-ew,-ee冒,-waw,-yaw,-weew

十一尤 尤y6U *-eu 一iw
,-uw,-hi曽,-yiw,-o㌣

十二軍 軍tan *一鋤*一 蓬瑚 一a叫 一em』-ee【 ロ』-ya皿
,-ye田

十三侵 侵qln *-im 一i叫 一hi叫 一yim

十四歌 歌go *-9 一〇
,-WO

十五麻 麻ma *-a,*「2 一eeドwa
,-ya,¶ee,¶e,〔-a,-e]

こ の表 に よれ ば 、15韻 か ら/u,eu,qi,o,。,e,eeqew,iw,ow,e,ε1と い っ た母音 表 記 を抽 出す

る こ とが で き 、 この表 音 か ら再 構 され る母音 と して や は り 厄o,(i,i,a(砥iw),6(eeqew),e(ε)1

の7種 を求 め る こ とが で き る。 これ が 、 『蒙 古字 韻 』 に お い て 巻頭 に 附載 され た`字 母'の 最

後 に"司 石 巧X「2ヒ 此七 字 蹄 喩 母"と して 記 され た7つ の 母 音字 、 即 ち`司[i],δ[u],

2[iu ,a],x[o],自[eu,6],ヒ[ε]'字 と`喩 母'の`uv(山)[α]'を 合 わせ

た7つ の 母 音 を製 字 した 基礎 に な っ た も の と思 われ る28。 これ は 前 舌母 音fi,q6,ε ノと後 舌 母

音/u,o,oノ か らな る構 造 を示 して い る卸。

5.パ スパ文字の8つ の母音

27こ のローマ字転写は
、王力(1985)の 第7章 における元代19韻 の再構 とインターネ ッ トサイ トBabelStone

の`TheFifteenRhymeCategories'な どを参考 として、筆者が行った ものである。参考にした後者の転写に

は問題が多いため修正 を施 した。特にA字 を本稿では[司 とす る点は重要な差異である。

asこ れは服部四郎(1984b)に おいて主張され る7母 音 と`ヨ[iqo】'だ け異な り、他は同 じである。 しか し、

・a[i]=i
,e[。]=。,2[a]≠ 、,X[。]=。,2[、 。,司=U,ヒ[・]=・,m働[・]=

a'とす ると前舌低母音/et「が後舌高母音1Ulに 対応することにな り、『蒙古字測 の`字 母'に 見 られる文字が

均衡の取れた母音体系とな らない。服部四郎(1984b)が[司 を/elと 見るのはこのよ うな母音体系上の問題

を勘案 したものである。本稿ではこれをlorに、【eu】を/δ1と見て体系の均衡化を図った。
卸 これに基づ けば

、パスパ文宇の母音字 と訓民正音の中声字は、概ね次のよ うな母音体系 を意識 して制定

された と推定することが可能である。

パスパ文字の母音字 訓民正音の中声字
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鄭 光

一 方
、Poppe(1957)で は これ とは別 に 、パ スパ 文 字 の母 音 と して 全 部 で8つ を挙 げて い る。

[写真4-2]に 掲 げ るパ スパ 文 字 の 図(母 音)を 見 る と、 ポ ッペ 氏 はパ スパ 文 字 の 母 音 と し

て/a,o,ge,e,δ,Otilの8つ を再 構 して お り、ま た[写 真4-1]に あ る よ うに子 音 の 中 に も1y,

Wぶ あ る の で、母 音 とそ れ に 準ず る音 と して10個 を認 定 して い る こ とに な るso。これ は前 舌 の

'e,e,O,ai,yノ と後 舌 の'a,o,u,wに 分 け る こ とが で き る。

[写真4--1]ポ ッベ氏による

パスパ文字図(子 音)

[写真4-2]ポ ッペ氏による

パスパ文字図(母 音)

近年、日本の研究会においてパスパ文字の字母表を提起 した吉池孝一(2005:9)で は、母音

字 として 仙o,i,e,elだ けを認定し、大部分の言語に母音として存在するlga1やPoppe

(1957:24)に おいて提案された 砥 δ!の区分を認めていない。ポッベ氏のパスパ文字はモン

ゴル語表記において示される前舌対後舌の円唇母痔を区別して記 したものと思われるが、吉池

氏はこの区分を認めず、別のものとして考えていないようである。

パスパ文宇も訓民正音のように、表記の対象によって、即ちモンゴル語か中国語の漢字音か

によって文字が変わり、同 じ文宇でもその音価が異なる場合がある。パスパ文宇はモンゴル語

音か中国語音かによって異な り、サンスクリッ ト語やチベット語の発音を表記するために別の

文字を使用することもある。

ポッペ氏が提示するパスパ文字の母音字の中には、2つ の文字を連ねたものがある。[写 真

4-2]に 見られる[U]と[6]を 表すパスパ文字は、いずれも`母 音表示[ISV]+前 舌i[国]

十u[9]'、`母 音表示[tW]十 前舌e[ヒ]十 〇[x]t、 または`前 舌i[q]+u[百]'、

`前舌
e[ヒ]+o[X]'が 連続 した形である。 しかし、 『蒙古字韻』 「字母図」の末尾に

付された7つ の母音字における`お[iaif]'と`雪[砥6]'を 見ると、前舌の[i]と[e]の

se子 音 に収 め られ た/y
,u/を 、 吉池孝 一(2005:9)で は半 母音 と して処 理 して い る。
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〈蒙古字韻〉喩母のパスパ母音字と訓民正音の中声

表示が先に来て、下に[U,∠=]を 付 した形である31。おそらく2種 類の方法で[q6]を 表示

したか、あるいはポ ッペ氏の提示 したものは単なる2母 音の連続かも知れない。[U,A]は

雪2の ように音節末(coda)の 位置に現れる母音であ り、上の[写 真4-1]で は子音末尾

に収録されている。

中世モンゴル語において、前舌と後舌の対立である!o:6!,ん:創 は互いに母音調和をなし、

助詞や語尾において母音が自動的に交替する。ウイグル式モンゴル文字では`o:eq6:u'の 区

別がないが、パスパ文宇ではこれを区別 して`巧[iqo]'と`自[eq6]'で 記 し、9[u]、

天[o]と 区別 したのである32。これらはすべて漢字の中国標準音を記録する際にも使用 されて

いる。

Poppe(1965:184-185)に おいて指摘されるように、蒙古文語とカルムイク(Kalmuck)語 は

7つ の単母音から成 り立ってお り、母音調和は前舌母音対後舌母音とい う最も単純な形を取る。

即ち、/qo,uノ の後舌母音と/e,6,u,fの 前舌母音が互いに同化 しようとし、〃 は常に中立的な

存在である33。 『蒙古字韻』の`字 母'に 見られる7つ の喩母字 も、結局のところ/qo,u,e,6,

ayと い う7つ の母音を文字化 したものと考えることができる。ただ し、漢字音の表記に使用

されたものなので、蒙古語を表記 した場合のように母音調和の現象は見られず、上で述べたよ

うにその音価についても多少の差異があるものと思われる。

訓民正音の制定においては、初声17字 に対 して中声を独立させ、別に11字 を創造 した。こ

れに関 しては多くの研究があるので、ここで再度述べる必要はないが、基本字が3つ(・,一,

D、 初出字が4つ(山,ト,T,1)、 そ して再出字が4つ(a,ト,rr,1)の 計11字 で、

このうち再出字が"起 於1[y】"と され`1'系 の二重母音であることはよく知られている。

基本字三つの製字原理は、先ず`・'が 丸い形で天を象徴 し、次の`一'は 平 らな形で地を

象徴し、最後の`1'は 人が立った形を表 した字である。また、{解 例本}『 訓民正音』の 「制

字解」では次のように各字の弁別的素性 と母 音調和における陰陽の位置を説明している。

魍
蘇
舗

陽

基本字

地平

不深不淺

舌小縮

陰

1

人立

聲淺

舌不縮

中立

…文字

…象形

…弁別的素性

…同上

…母音調和の位置

31た だ し
、パ スパ 文字 の 場合 は 前舌 表示 が 前 に来 て、 訓民 正音 の場 合ば ♀1【ui,u],到 【oi,6]'の よ うに前

舌表 示 が後 に来 る とい う違 い が あ る。
32`四VK'['co]や`姻V絢'['eu]に お け る`「w'は 、 ここで は 訓民 正 音の 中 声字 に 付 され

た`o(欲 母)'の よ うな もの で あ り、[a]の 音価 を持 つ もの で はな い。 なお 、 パ スパ 文字 を連続 して記

す場 合 に は字母 を横 に して並 べ 、 単独 で記す 場 合 には縦 に 置 く。
33Poppe(1955:84)に よれ ば 、アル タイ祖 語 の段 階で 母音`Si'と`帽 の 融合 が 起 こった た めに`Si'

が 中立 的 にな った もの とい う。
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↓

・同而口蓬

閨

陽

初出字

1-

・同而口張

開

陽

T

一同而口蓬

閥

陰

ヨ

ー同而口庭

囎

陰

皿

⊥同而起於1

圏

再出字

ト

}同 而起於1

開

T「

T同 而起於1

悶

→

i同 而起於1

闘

このように、11の 中声字を陽位にあるものと陰位にあるものに分け、`1'は"猫 無位数"

として次のような陰陽の対立を表現 している。

陽 位 ・,⊥,ト(甚,ト)

陰 位 一,T,1('v'v',ト)

凋無位1

これは、中世韓国語の母音がモンゴル語と同様に陽系列の`・[o],iIo],}[a]'と 陰系

列の`一 【δ],丁 囮,1[e]'に 分かれ、母音調和に中立的な`1【i]'が あることを前提 と

して、中声字つまり母音字を作ったと考えるほかはないであろう翼。

鄭光(2008a)に おいて主張 したように、世宗が訓民正音を制定する際に、当時の韓国語の音

韻を分析 してその1つ1つ に記号を当てはめていったものと見ることには、様々な無理がある

35
。例えば、子音表記に使用された初声字`τ'は 、当時韓国語の音韻には存在 していなかっ

たことが知 られているが、これはパスパ文字の影[?]母に対応 させる形でこの文字を制定 したと

い う可能性は極めて高いもの と思われる。また、当時濃音が平音や激音 と区別される音韻であ

ったにも拘わらず、これを表記するための記号を制定しなかったのは、パスパ文字においてこ

れを表記する記号がなかったためと考えられる。

訓民正音の中声についても同様で、パスパ文字の喩母に合わせて7つ の記号を作 り、これに

再出字の4字 を加えたものが、その11字 ではないかと考えられる。これまでの議論において、

中世韓国語の基本母音が7つ とい うのは音韻の同型性(pattenicongruity)か ら見て大変不合理

M訓 民正音で創 られた母音字の陽音1・ 回
,⊥ 回,}[aYと 陰音1-【6],T団,i暉yの 対立は、後舌母音

対前舌母音の対立、つまり典型的な母音調和の ロ蓋的調和(p曲 圃hamony)で ある。この母音調和はハン

グルが創 られた当時の朝鮮語の表記より乱れている。 これはハングルが 当時の朝鮮語の母音 を音韻分析 し

てその一っ一つの音韻に文字を与えた ものではな く、パスパ文字の母音を表す喩母の七つの文字にそのま

ま対応させて中声字 を創 ったためであろ う。
3sこ の点については

、鄭光(2006,2008)等 において幾度か論 じている。
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なものであるとい う主張が絶えなかった。もしも、パスパ文字の7っ の母音字に合わせる形で

訓民正音の7つ の中声字が作られたとするならば、この種の議論は再考されるべきであり、新

たな突破口が開けるであろう。 もちろん、これについては今後さらなる研究がなされなければ

ならない。

6.パ スパ文字喩母「w(W)の 音価

筆者は、元代のパスパ文字が漢字音を表記する際、 『蒙古宇韻』ではまず訓民正音における

欲母[o]に 相当する喩母wu(Utl)[の 〕を置き、さらにNIi],6fu],Zlin,u],x【o],

2【60 ,6],ヒ[e]を 記すとい う形で7つ の母音字を制定 したものと考える。ew(山)[の]に

ついては、前述したようにすべてのチベ ット系文字が音節末に母音[α]を 持っているので、パ

スパ文字においてもこれで[a]を 表 したものと思われるSS。しか し、喩母であるew(山)は[o]

の音価を持つと同時に、異なる母音字とともに用いる時には[の,null]と してその母音字を表

す。つまり、この場合の「w(山)は 訓民正音の`o(欲 母)'と 同様、生成音韻論で言われ る成

節性の素性([+syllabic])を 示 し、単独で用いられるときは[の]を 表す と考えることができ

る。

例えばr蒙 古字韻』のパスパ文宇辮 欄[m咽 圃[γd]騙[t,ahi]聯[hrin]・

の最後`粥[Min】'に おいて、`m'は 前述 したよ うに36字 母における喩母 として[G]の 音

価ではなく/¢,nulvを 表 し37、訓民正音の初声字である欲母`o'と 同 じものと考えることができ

る。この発音は訓民正音で`租[win]'と なるもので、正確な転写 と見なすことができる。

この喩母字について、服部四郎(1984b:217)で は服部氏とポッペ,リ ゲティ両氏の主張を

以下のように比較し、これを['](魚 母,gradualbeginningofvoice)と している。

服 部

Poppe

Ligeti

tW
,w(喩)

,

なし

〃

尼 ,旧(影)

`

これにつき、服部四郎(1984a:50)で は、これにあたる中国語音を次のように推定 している。

`(影 母)【?】(声 門 閉 鎖音)

'(魚 母)柔 らか く出 る声(gradualbeginningofvoice)

しかし、 『元朝秘史』モンゴル語などの表記において、服部氏は母音間で[V'VV]の よう

36吉 池孝一(2005:10)で は
、パスパ文字に"母 音aを 表す専用の文字はない"と しているが、これはこ

の文字を誤って理解 したもの と思われ る。
37上 と同様に

、連続 したパ スパ文字は横書きで表す。

一15一



鄭 光

を表すものであると主張 している。ポッペ氏とリゲティ氏は、いずれもこれを 【・]で 表記し

ているので、`csy'は 訓民正音の欲母`O'の ように特定の音価を持たず母音として独立的な

音節を形成する生成音韻論の音韻素性、つまり[+syllabic】を表す記号と見ていることになる。

ただし、には影母の 円 を表 し、その音価は[?】(声 門緊張音)と 見なければならない。

したがって、`韻'の パスパ文字表記をハングルで表記すると`週'に なる。また、『蒙古字

韻』第一の"96NOU,一 束"に 見られる`ge--tの`U'も 、`IS9'の ように音価のな

いのない1'i1で あ り、訓民正音では`ol'に なる。

訓民正音において中声字を独立させて書く際に、欲母の`o'を 中声字"・,一,1,⊥,

},T,1,」 ⊥,ト,Tr,1"な どに付 して、"?,皇,01,2,0},♀,嫡,豆,o),弁,φ"

のように書く理由については、{解例本}『訓民正音』の 「解例」ではどこにも説明がない39。

これは、すでにパスパ文宇において用いられた方法なので、再度説明する必要を感 じなかった

のだと考えざるを得ない。 このことは、パスパ文字が高麗の後期、朝鮮初期に朝鮮半島の知識

層に広 く知 られていたことを前提 とするものである。

しかしながら、パスパ文字の子音は単独で発音される場合や半母音の後では 〃 を付して発

音された。例えばノ司,gノ は[ga]と 発音されたが、こうした表音方法によって、パスパ文宇

は音節文字と誤解 され るようになった。『蒙古字韻』においても、韻の総 目にある`八 コ'は

[pa]と 読まれることになる。即ち、重唇音の全清声母`常(e)'が[pα]と 発音 される場

合である。このことは、「世宗御製訓民正音」の"「 と 望坐司日 君琶ロ字奮A色 調Oド斗ヒ 全

et?ξqe〈 「は牙音であり、`君'の 字の最初に発音される音 と同 じである。)"に おける`「'

が、`[ka]',ま たは`[ki]'と 読まれた可能性を示唆するものである。

7.結 語

以上、本稿ではパスパ文字の母音字について考察を行ってきた。パスパ文字は残 されている

資料が少なく、またその研究も十全とは言い難い。かつてポッペ氏が"多 くの研究者たちの努

力により、少なか らぬ業績が残されているものの、異なる時期に編纂された記録物であるため、

満足のいく研究がなされてきたとは言えず、また表記が不正確で誤謬だらけであるため、解読

されていない部分も多い"39と 指摘 したように、パスパ文字は今に到るまできちん とした解読

がなされず、また多くの未解決問題が残 された文字であると言える。

そのパスパ文字が制定されてから170年 あま り後に、この文字をモデル として制定された訓

38こ れ に 関 して
、{解 例 本}『 訓 民正 音』 の 「合字 解」 に ある"初 中終三 聲,合 而成 字 η をそ の規 定 と し

て 見 よ う とす る立 場 が ある。 しか し、 これは 漢字 音表 記に おい て`御 鵯'、`世 層'の よ うに発 音 され

な い欲 母(o,null)を 終 声 と して加 え 、初 声 ・中声 ・終 声を揃 えた とい う意味 で あ り、 中声 字 に欲母(o)

を初 声 と して加 える こ とを意 味す る もの では な い。`ol,。 ド な どの表 記 は決 して"初 中 終三 拶 の 合

字 で はな いた め であ る。
39原 文は 次 の通 り

。"Eventho㎎ghquiteafewworksbyvariousinvestigatoTshavcbeendevotedtothehP!ags-pa

scripしitmmtberegardedashavingbeensatisfhctorilystudicd,inasmuchasmonumentsiniちeditodasthcywereat

di」rerenttimeS,haveSi重lnotb㏄enIeadtheyoughttObC,andtransladonsofvariouspartsofthemareenoncousand

inexaCt"(Poppe1957:1).
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〈蒙古字韻〉喩母のパスパ母音字と訓民正音の中声

民正音即ちハングルは、パスパ文字が持っ未解決の問題に多くのヒン トを提供すると思われる。

そこで、本稿ではパスパ文字の母音字について、ハングルの中声宇を根拠として次に挙げるい

くつかの主張を行った。

第一は、パスパ文字が漢字の中国語標準音を表示するために制定されたことで、基本となる

7つ の単母音を表す文字は 『蒙古韻略』や 『蒙古字韻』の36字 母に喩母字 として収められた と

思われる。上で言及 した、『蒙古字韻』36字 母表の右側下段に見られ る"q6ニ ヨX自 ヒ此七字

蹄喩母"の6字 と、喩母`tS9'を 合わせた7字 は、中国語標準音を転写するために必要な7つ

の母音字 と考えられる。

第二は、この母音字が訓民正音に影響を与えたことで、『訓民正音』の11の 中声字における

3つ の基本字 と4っ の初出字は、パスパ文字の7つ の母 音に依拠 して制定 された と思われる。

残 りの再出字4字 がi系 の二重母音であることは{解 例本}『 訓民正音』に示されているco。そ

して、これ らの組み合わせによって作られる訓民正音の中声字は、パスパ文字において試み ら

れたように、前舌母音を表す文字と後舌母音を表す文字の結合によって二重母音を表す とい う

方式で製字 されたものであると主張 した。

第三は、これまで喩母 州'字 について議論されてきた内容を批判的に検討 したことで、次

のような主張を行った。

パスパ文字における喩母`tsv'の 音価は[α]ま たは!null,のノであ り、後者の場合は訓民正

音の欲母`o'、 つまり`ol[i],o}[ao],2[o,u],2[if,ω]'の ように、母音字

を単独で記す場合に必ず付 された記号と見るべきである。また、 『蒙古字韻』におけるパスパ

文字の喩母`uv'字 や訓民正音における欲母`o'は 現代の生成音韻論において主張される、

音節を形成する[+syllabic]の 素性を表示するものである。

COこ れ につ いて は{解 例 本}『 訓民 正音』 の 「制 字解 」 に"a ,ト,τr,1起 於1,而 兼 乎 人,爲 再出 也

。-a[yq,yu],ト[ya],r[yi],a[蝉]は1[y]か ら起 こ り、1(人 を象 る)を 兼 ね るの で 、

再 出す るので あ る。"と あ る記 述 を参 照。
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Vowel Letters in the Hunmin-Jeongeum and Phags-pa Scripts

KwangChung(鄭 光)

 Keywords: Menngu Ziyun, the Phags-pa script, Vowel letters  of Hunmin-jong'um, Hangul's 

[ o ], Invention of Hunmin-jong'um, Hangul and Phags-pa, Vowel letters of Phag 

          s-pa

                           Abstract 

 The Phags-pa script that was devised by Khubilai Khan of the Yuan dynasty had a considerable 

influence some 170 years later on the making of the Korean script, Hunmin-jong'um. Each of the 36 

consonant characters in the traditional Chinese phonology was given a separate shape in the Phags-pa

script. A table of these 36 letters was recorded in Menggu Ziyun (蒙古字韻), a Mongolian rhyming

dictionary, published in 1308, from which one can tell the phonetic values of the Phags-pa letters. This 

 book, which transcribed standard Chinese of the Yuan period in the new Mongolian script, was 

hand-copied between 1736 and 1776, during the Qianlong era, in Qing Dynasty Chinese, and the British 

Library has the only extant copy in the world today. 

 The vowel letters of the Phags-pa script, however, have not been accurately identified, but in this

article, I argue that seven characters appended as '

Initials

韻),

(三十六字母圖)1

此七字歸喩母"1to the Table of 36

 represented vowels. They are, according to the Fifteen Rhyme Categories 十五

 [i], .[u]. [iu, u], [o], [eo,  o], [e], and [a], which were the letters  for Middle Mongolian's four front

vowels [i, u, o, e] and three back vowels [u, o, a]. In Middle Mongolian, there was a vowel harmony of 

front /u, o, e/ vs. back /u, o, a/, /i/ being the neutral vowel. 

There are eleven vowel letters In Hunmin-jong'um, but if one subtracts four digraph (diphthong) letters, 

there were seven letters for monophthong vowels. I claim that these seven letters are imitations of the 

Phags-pa vowel letters. As is well known, in Middle Korean also, there was a vowel harmony of back 

/ • [s ], -L[u], 1- [a]/ vs. front /—[o], T[u], -I [a], with / 1 [i]/ as the neutral vowel. These systematic 

parallels between Middle Mongolian and Middle Korean appear to be due to the influence from the 

Phags-pa script.

In addition, [o ,欲 母]

 the Phags-pa's Yumu

of Hunmin-jong'um is a null symbol indicating its [+syllabic] nature just like

[喩 母,] , and thus the null character [o] too can be regarded as having

originated from the graphic principles of the Phags-pa script..

(チ ョン ・ク ワン 高麗 大 學)
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